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知っておきたい最新情報

■子宮卵管造影検査による痛みについて
子宮卵管造影検査と聞けば「痛み」を連想される方が少なくないくら
い、痛み、それも、激痛を伴う検査としても知られているようです。

ところが、痛みは検査の方法や医師の技量によって大きな差がある
ようです。そのことについて、春木レディースクリニック院長の春木篤先
生は、クリニックのサイトの「子宮卵管造影検査が心配な方へ」という
ページで以下のように解説されています。
http://www.haruki-cl.com/shikyurankanzoei/

この検査による痛みは、「子宮内のチューブの固定」と「造影剤の注
入」のよるものとして、それぞれのケースで痛みが出ないようにする方
法が説明されています。

まず、子宮内のチューブ固定ですが、その方法には２通りあって、子宮
頚部（子宮の入口）で固定するか、子宮内で風船を膨らませるかの
いずれかです。

前者は旧式の方法で激痛です。後者は子宮内で液体を用いて固定
用の風船を膨らませるのですが、不用意に行うと、この方法でも激痛
が発生します。

そのため、通常は、1～1.5mlで十分で、当クリニックでは、だいたい
1.2mlだけ注入して、まず患者様の様子を観察し、軽い生理痛程度
であれば、まず大丈夫です。

ところが、ここで、声が出せないほどつらいようであれば、風船内を一
度空にしてからより少量の液体で再度固定します。次に、造影剤の注
入では「極力ゆっくりと造影剤を注入すること」がポイントになります。

特に、造影剤が拡がる様子が直接見えていない場合、つまりX線透
視を行っていない場合は、ある一定量を注入しては撮影するという
作業になりますが、この場合は、注入するスピードを調節できないた
め、激しい痛みが出現する可能性が高いと言います。

そのため、透視をしながら（画像をリアルタイムで見ながら）造影剤を
注入することで、注入量を最小限にすることができ、かつ、速度も調
整できます。

このように同じ検査でも、実施する方法や医師の技量で痛みの程度
にはかなりの差があるというのです。

■子宮卵管造影検査後の妊娠率向上
子宮卵管造影検査で使う造影剤には油性のものと水性のものがあ
るのですが、検査後半年間に妊娠、出産に至る確率は水性よりも油
性のほうが高かったという、オランダの27施設で実施された無作為
化比較対照試験の結果が、5月18日にニューイングランド・ジャーナ
ル・オブ・メディシン（NEJM）に掲載されました。

実は、子宮卵管造影検査で検査後に妊娠しやすくなる効果が期待
できるのは、水性の造影剤ではなく、油性の造影剤であることはよく
知られています。

ところが、そのことが、超がつくほどの一流の医学誌に掲載されたの
は、質の高い研究デザインであるということもさることながら、体外受
精が当たり前のようになった現代だからこそ、体外受精を受ける前
に、女性の身体に大きな負担をかけず、経済的なコストも低い治療で
妊娠が期待できる治療にスポットをあてる意味があるということなの
かもしれません。

オランダの27の不妊治療クリニックに通院する18～39歳の不妊女性
患者1,119名をランダムに油性の造影剤と水性の造影剤にわけて、
子宮卵管造影検査を実施し、検査後半年間の治療成績を比較しま
した。

その結果、油性では39.7%、水性では29.1%が、それぞれ、妊娠に至
り、出産まで至ったのは油性で38.8%、水性では28.1%と、油性の造
影剤のほうが成績がよかったことが確かめられました。

そして、妊娠までの期間は油性で2.7ヶ月、水性で3.1ヶ月で油性のほ
うが全体として早く妊娠に至っています。

また、油性グループの妊娠方法は、73.6%が自然妊娠、24.5%が人工
授精、そして、ART治療（体外受精や顕微授精）は1.8%で、ほとんど
が体外受精に移行する前に妊娠に至っています。

このように、不妊治療を開始する前に、まずは、「油性の造影剤」によ
る子宮卵管造影検査を受けることによって、早期、かつ、体外受精に
ステップアップする前の妊娠が期待できるというわけです。

ところが、もしも、油性の造影剤による子宮卵管造影検査を受けな
かった場合は、卵管性不妊と診断されて、体外受精を受けて妊娠を
目指すことになってしまわないとも限りません。

子宮卵管造影検査は、卵管が通っているかどうか、また、卵巣水腫がないかどうか、さらには、子宮の大きさや形を調べる有名な
検査です。この検査は不妊症の女性にとってとても重要な検査であるにもかかわらず、正しく理解されていない面もあるようです。た
とえば、検査後の妊娠率向上について、また、検査による痛みについて、などです。そこで、この検査後の妊娠率向上についての最
新の研究結果と経験豊富な不妊治療専門医からのアドバイスをご紹介します。


